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The Analysis of a Pilot Survey of the Borders between Izumo-and Iwami-Dialects in Shimane and 
the Investigation of the Survey Method. (1)
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断 定 だ(2) じゃ (4)、だ(2)







































































































































～だけん 2.7 2.4 2.6 0.5
～じゃけぇ 0.1 0.2 0.4 2.3
～だけぇ 0.6 0.8 2.9 1.0
～やけん 0.2 0.3 0.2 0
～だから 1.6 1.6 1.8 0.3
問２
～しちょる 1.0 1.3 0.9 0.5
～しちょう 0.9 1.5 0.9 0.5
～しよる 0.4 0.6 1.3 1.0
～しとる 2.6 2.6 3.0 3.0
～しとう 0.4 0.5 0.3 0




0.9 1.6 0.7 0
～してくれた 2.3 2.2 2.8 1.3
問４
雨が降っちょるよ 0.8 1 0.6 0.5
雨が降っちょうよ 1.2 1.3 0.4 0
雨が降っとるよ 2.5 2.3 3.0 2.3
雨が降っとうよ 0.8 0.5 0.4 0
雨が降りよるよ 0.3 0.4 2.0 2.0
雨が降ってるよ 0.3 0.4 2.0 2.0
問５
はけれんわ 1.9 1.9 2.3 1.3
はかれんわ 0.7 0.8 2.2 0.5
かけんわ 2.5 2.6 2.9 2.8
はけないな 0.5 0.6 1.1 0
表２．学生への予備調査結果
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が転んでいる。たぶん、母親が人差し指でバ
スを指しているので、その指示で女の子はあ
わててバスに向かって走って、待っていても
らおうとしているシーンだろう。
ロ）幼稚園の園庭で園児が先生を囲んで手をつな
いで輪を作っているときに、頭・手・足に包
帯を巻いた女の子が母親に連れられて幼稚園
に到着。それを見たひとりの男の子が女の子
に駆け寄ろうとしているシーン。
ハ）この絵は、３つのパーツで構成されている。
二人の男の子がボートに乗って魚釣りをして
いるシーンがひとつ。続いて、釣りをしてい
る二人がボートから落ちてしまい、それに岸
辺にいる子供たちが気づく。そして、３つ目
の絵で、岸辺にいた子供たちが自分たちの遊
具を利用しておぼれた二人を助けているシー
ンである。
　ここでは、予備調査で調べた形式が現れるような
絵を選ぶよう気を使った。基本的には、アスペクト
形式が現れやすそうなもの、因果関係などがあり、
理由の接続助詞が現れそうな絵を選択したつもりで
ある。
２）「おはなし作ろう」
　この調査でも先の調査と同様の形式が採集される
ことを想定して材料を考え、紙芝居を利用して子ど
もたちにおはなしを作ってもらう。紙芝居は、以下
の２つを使用した。７）
　●　かこさとし（脚本）・北田卓史（絵）『チョコ
レートカステラだいじけん』童心社
　●　松谷みよ子（脚本）・長野ヒデ子（絵）『くわ
ず女房』童心社
　各紙芝居から５枚を選び、順番に並べて、子ども
たちに、どのようなおはなしなのか聞かせてほしい
との質問をし、おはなしをしてもらうという調査で
ある。
　この調査では、場面が複数用意されて、各場面ご
とに因果関係や時間の流れなどが意識されるため、
子どもたちの発話に理由を表す表現やアスペクト表
現が、そして、子どもたちが知っている内容ではな
いので、さまざまなムードの形式が採集されるので
はないかという予想に基づいて行う。
　以下に調査で使用した紙芝居を表３として挙げて
おく。
５．まとめ
　以上のような調査を行うことで、先に見た予備調
査で浮かび上がってきた特徴を、幼児はどのような
形式で表現しているのかを抽出し、地域性や現代の
日本の地方に見られる共通性などから、石見のこど
もたちがどのような言語を使用して生活をしている
のかを解析していこうと考えている。
　また、この研究を成功させるためにも、同時に石
見方言の記述も進める必要があることが見えてき
て、石見方言の従来型の研究の必要性も浮かび上
がってきた。
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表３．使用した紙芝居とその順序
順序 チョコレートカステラだいじけん くわず女房
①
②
③
④
⑤
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【注】
１）石田（1963）と塩谷（1970）
２）彦坂（2012）
３）江端（1984）に幼児の方言の獲得についての論
考があるが、論文内には、明確に記されていない
が、たぶんご自分のお子様を被験者として行って
おり、生活の場での採集ということになる。ま
た、場所は広島県内で、言語調査においても量が
そろっており、江端氏ご自身も方言研究の専門家
でいらっしゃる。つまり、幼児の方言獲得の研究
には、その背景に、従来型の方言の記述があって
成り立つものであり、石見方言に関しては、この
前提があまりにも少なすぎるのが難点である。
４）田中（1997）のCDに添付された冊子の「まえがき」
より。
５）益田市匹見町で採集された談話より
６）田口・小川（1997）は、言語障害を確定するた
めのテストであり、このような心理学的なテスト
は、一般に公開しないというのが通例であるよう
なので、ここでは、その絵は示さず、文章のみに
よって表した。
７）本学には、絵本の図書室があり、この図書室の
司書に、物語性があり、かつ絵がわかりやすい紙
芝居を選んでもらった。そして、その候補からこ
この２点を選んだ。
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